
議員　救急医療の厳しい現状をどこまで把握し
ているのか。また、市民病院の医師有志から
出された要望書は、病院機能の強化と将来へ
の存続のため再編統合を計画どおり進めるこ
とを求めるものであるが、どう受け止めたの
か。
早急に再編統合に関する方向性を決定したい
市　小児科の体制では、救急をはじめ産科の対
応も難しくなり、市民病院で出産できなくな
る恐れがある。救急医の確保も難しく24時
間救急の維持も懸念され、将来にわたり急性
期医療を守り続けるのは困難な状況である。
医師の要望も重く受け止めており、早急に再
編統合の方向性を決定したい。（田村市長）
　　　　　●市長の農業に対する思いについて

議員　障害者監禁事件を受けて策定された「共
生社会推進プログラム～障害のある人ととも
に～」が、令和５年度で計画期間が終了とな
るが、その成果と今後の方針を伺う。
継続的な推進につなげていく
市　市役所、学校での取組は一定の成果があっ
たが、地域イベント参加などの取組は、コロ
ナ禍の影響もあり、推進が困難な状況であっ
た。引き続き、講座やイベント情報の発信に
努め、障害者の社会参加や理解啓発を促進す
るとともに、取組等を次期障害者福祉基本計
画等の中に反映させ、継続的な推進につなげ
ていく。（田村市長）
　　　　　●ひきこもり支援について
●起業・創業支援について　他２件

議員　公約の「小中学校の存続」は、今進めて
いる八景中学校と上野台中学校をはじめ、他
の再編対象である小中学校も統廃合せずに今
の場所に存続させることと受け止めるが、具
体的にどのように存続させるのか。
市が進めてきた決定事項とのすり合わせが必要
市　学校再編の考え方については、これまで多
くの議論を経てまとめてきたものであり、方
向性に間違いはないと考えている。選挙公約
である「学校の存続」については、様々な意
見や議論がある中で一度整理する必要がある
という趣旨であり、市が進めてきた決定事項
とのすり合わせが必要となる。

（田村市長、鹿嶽教育長）
　　　　　●子育て支援について

議員　市民の代表である議員が議論を尽くした
議会の議決は、市民本位であり、最終決定で
ある。議会提案条例など、政策提言できる議
会をどう考えるか。
議決は市民本位と認識し、さらなる協働の
進展を期待
市　二元代表制の一翼を担う議会は、市政の意
思決定機関としての役割と、市民の意見や要
望を市政に反映し、市長や執行機関に対する
監視の役割を果たす。政策立案機能として、
議会が提案する条例も議会の権限であり、市
民が直接影響を受ける多くの問題に的確に対
処できることから、議会と行政のさらなる協
働の進展を期待する。（田村市長）
　　　　　●田村市長の公約について
●「元気な三田」に向けた取組について
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議員　公約の子育て施策５つの無償化のうち、
子ども医療費、中学校給食費無償化以外の残
り３つが示されていないが、具体的な施策は。
また、無償化施策により人口減少・少子化を
食い止められるのか。将来にツケを残すこと
にならないか。
健全財政との両立を図り、具体策を検討する
市　残る３つの無償化については、職員と議論
を始めたところであり、議会とも相談しなが
ら具体的な検討を進める。また、財源確保の
ため、事業実施にあわせ歳出抑制にも努め、
令和６年度予算編成までにロードマップを検
討し、健全財政との両立を図る。（田村市長）
　　　　　●「アウトドア交流都市さんだ」を
目指した取組について　他１件
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子育て支援事業の財源を
どう確保するのか

議員　子ども医療費無料化は、持続可能な制度
とする必要がある。また、給食費無償化等の
子育て家庭の負担軽減策の財源はどう確保す
るのか。財源確保により市民サービスは低下
しないか。
持続可能な制度とするため財源を含めて検討
市　こども医療費助成は、持続可能な制度とな
るよう検討し、国・県の動向、子育て世代の
ニーズ等を参考に市財政の弾力性の確保と堅
実な財政運営に努め、令和６年度中の実施を
目指す。また、子育て家庭の負担軽減策は、
次の世代にツケを残さないよう財源確保に努
める中で判断する。（田村市長）
　　　　　●三田市の教育プランについて
●人権を尊重したまちづくりについて

議員　夏休み等の長期休暇中の昼食提供に関す
る要望が増えている。予算や職員体制の問題
もあるが、実施回数を増やせないか。保護者
の負担軽減や子育てと仕事の両立への支援に
もつながると考えるが、市の見解を伺う。
導入の可否及び方法等について研究していく
市　長期休暇中の昼食提供を求める声があるこ
とは承知している。現時点では、保護者の費
用負担の程度等に加え、昼食の調理、配送、
受け取り等、人員確保の必要もあることから
実施していないが、導入の可否及び方法等に
ついて、他市の事例等も参考に研究する。

（西垣戸子ども・未来部長）
　　　　　●三田市民病院と済生会兵庫県病院
の再編・統合計画等について
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